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方法書の雨水排水計画における調整池の規模、構造、堆砂等の維持管理 

 

方法書p.11、15の雨水排水計画において、堆積土砂等の維持管理について追記しました。

また、参考情報として、現時点で計画している調整池の規模、構造等を示します。 

 

5.5 事業の実施方法 

(3) 雨水排水計画 

本事業の雨水排水計画図は、図1.5-6に示すとおりである。 

本事業では、森林の伐採や造成に伴い、計画地内の排水量の増加が見込まれること

から、各流域の下流側に調整池を配置し、土粒子等を沈降させ、放流量を調整した後、

下流水路を経て香坂川（一級河川及び準用河川）に放流する計画である。調整池は、

「森林法に基づく林地開発許可申請の手引」（平成29年４月、長野県）に基づき設置

し、年１回以上の草刈り、堤体の点検や手入れ、堆積土砂等の浚渫を行うなど、適切

な維持管理を行う。 

また、工事中は仮設沈砂池を設け、計画地外への土砂流出を抑制する計画である。 

 

 

参考）現時点で計画している調整池の規模、構造等（調整中注）） 

№ 構造 
高さ 

(m) 

堤体長さ

又は 

掘込面積 

年間の 

堆積砂量

(m3) 

貯留量

(m3) 

全体量 

(m3) 

流域面積

(ha) 

Ａ ｺﾝｸﾘｰﾄ堤体 6.0 43m 140 1912 2052 9.4 

Ｂ RC掘り込み式 3.3 120㎡ 36 288 324 1.3 

Ｃ RC掘り込み式 3.5 301㎡ 90 782 872 3.8 

Ｄ ｺﾝｸﾘｰﾄ堤体 3.4 70m 85 498 583 1.9 

Ｅ ｺﾝｸﾘｰﾄ堤体 3.5 62m 85 629 714 2.5 

Ｆ ｺﾝｸﾘｰﾄ堤体 6.5 28m 151 1233 1384 5.0 

Ｇ ｺﾝｸﾘｰﾄ堤体 6.0 93m 280 2530 2810 10.5 

Ｈ RC掘り込み式 3.9 1137㎡ 511 3241 3752 13.2 

注）今後、計画地内や河川・水路の詳細測量を行い、河川・水路のネック地点を設定した

うえで、調整池の規模・構造等の具体的な設計を行う。このため、調査池の規模・構

造等の詳細については、具体的な設計の内容を踏まえ、準備書に示す。 
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仮設沈砂池は、定期的に排水の水質を確認し、浚渫や増設等の適切な維持管理を行

う。 

 

(4) 緑化計画 

造成によって盛土法面が発生する場合には、地域の生態系に配慮して緑化を行う計

画である。 

 

図1.5-6 雨水排水計画図 
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